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子
ど
も
と
共
に

　成
長
す
る
一
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
永
和
枝

　

五
月
十
六
日
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
経
て
令
和
四

年
度
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
久
永
和
枝
で
す
。
こ
の
間
、
学
校
行
事

が
制
限
さ
れ
る
中
、
今
年
度
は
手
探
り
で
の
活

動
と
な
り
そ
う
で
す
。
役
員
一
同
、
今
で
き
る

こ
と
を
模
索
し
、
保
護
者
や
、
学
校
の
先
生
方

の
お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
、
運
営
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

先
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会
に
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
東
京
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
イ
ド
共
同
代
表

理
事
の
杉
山
文
野
氏
を
講
師
と
し
、「
ク
ラ
ス

に
一
人
は
必
ず
い
る
⁉ 

～
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
子
ど
も
た
ち
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

セ
ク
シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
口
は
、

左
利
き
の
人
の
割
合
と
同
じ
く
ら
い
身
近
な
存

在
で
す
。
多
様
性
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
大
府

東
高
校
で
も
取
り
入
れ
て
お
り
、
今
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
自
然
な
流
れ
と
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
多
様
性
、
そ
の
子
ら
し

さ
を
認
め
、
ひ
と
り
一
人
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の
は
本
当
は
大
人
で

は
な
い
か
、
と
研
修
を
受
け
て
感
じ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
も
、
様
々
な
形
の
家
族
を
自

然
に
受
け
入
れ
、
共
に
学
校
や
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
活
動
で
き
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
も
思

い
ま
し
た
。

　

「
生
涯
に
わ
た
っ
て
人
間
と
し
て
の
成
長
と

発
達
を
続
け
て
い
く
基
礎
と
な
る
力
を
あ
ら
ゆ

る
教
育
の
場
を
通
し
て
育
成
す
る
。」
大
府
東

高
校
の
教
育
目
標
で
す
。
私
も
子
ど
も
と
共
に

成
長
し
て
い
く
一
年
に
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
関
わ
る
ご
意
見
等
あ
り
ま

し
た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
頂
き
、
皆
様
と
共

に
よ
り
良
い
環
境
で
学
べ
る
学
校
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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去
る
五
月
十
六
日
（
月
）、
本
校
体
育
館

に
お
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
の
出
席
者
は
一
一
〇
名
（
委
任
状

五
九
六
）
で
し
た
。

　

総
会
は
、
森
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
令
和

三
年
度
事
業
報
告
、
会
計
決
算
、
監
査
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
令
和
四
年
度
役
員
改
選
が
行
わ
れ

承
認
さ
れ
、
久
永
新
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
新
役
員
の
方
か
ら
令
和
四
年
度

事
業
計
画
、
会
計
予
算
案
が
提
示
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
、
森
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
九
名
の
役

員
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま

た
、
小
崎
顧
問
に
愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
総
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
総
会
終
了
後
は
、
学
年
ご
と
に
会
場

を
設
定
し
、
学
年
懇
談
会
を
行
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
本
年
度
も
昨
年
度
に
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
中
止
し
ま
し

た
。

　

令
和
四
年
度

　事
業
計
画

１　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会　

五
月
十
六
日
（
月
）

２　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
・
支
部
委
員
会
・
委
員
会
等

　

①　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

　
　

第
一
回　

六
月
十
日
（
金
）

　
　

第
二
回　

九
月
十
六
日
（
金
）

　
　

第
三
回　

一
月
二
十
七
日
（
金
）

　
　

第
四
回　

三
月
二
十
四
日
（
金
）

　

②　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
支
部
委
員
合
同
会
議

　
　

第
一
回　

六
月
十
日
（
金
）

　
　

第
二
回　

一
月
二
十
七
日
（
金
）

　

③　

Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員
会

　
　

第
一
回　

六
月
十
日
（
金
）

　
　

第
二
回　

三
月
二
十
四
日
（
金
）

　

実
践
活
動

　
　

進
路
指
導
委
員
会

　
　
　

文
化
祭
で
の
カ
フ
ェ
模
擬
店　

　
　

生
徒
指
導
委
員
会

　
　
　

職
員
合
同
校
外
指
導
（
一
回
）

　
　
　

職
員
合
同
交
通
指
導
（
三
回
）

　
　

環
境
整
備
委
員
会

　
　
　

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
植
栽（
年
二
回
）

　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

文
化
祭
で
の
駄
菓
子
屋
模
擬
店

　
　

国
際
交
流
委
員
会

　
　
　

文
化
祭
で
の
展
示
ブ
ー
ス

　
　

文
化
委
員
会

　
　
　

体
育
祭
で
の
ジ
ュ
ー
ス
販
売

３　

研
修
会
・
大
会
等

　

①　

知
多
地
区
高
Ｐ
連
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
中
止

　

②　

Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会

　
　
　
　

五
月
二
十
七
日
（
金
）

　

③　

東
海
地
区
高
Ｐ
連
愛
知
大
会

　
　
　
　

六
月
十
七
日
（
金
）

　

④　

全
国
高
Ｐ
連
石
川
大
会

　
　
　
　

八
月
二
十
五
日（
木
）・
二
十
六
日（
金
）

　

⑤　

知
多
地
区
高
Ｐ
連
研
究
集
会

　
　
　
　

十
月
十
一
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
海
市
芸
術
劇
場

４　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
『
冬
青
』
発
行
（
三
回
）

　
　

第
百
十
八
号　
　

七　

月
十
三
日
（
水
）

　
　

第
百
十
九
号　
　

十
二
月
十
九
日
（
月
）

　
　

第
百
二
十
号　
　

三　

月　

三
日
（
金
）

　ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校 

長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
村
幸
彦

　

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
校

の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
は
、
二
四
〇
名
の
新
入
生
を
迎

え
て
ス
タ
ー
ト
し
、
早
、
三
か
月
余
り
が
経
ち

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
生
活
も
三
年
目

に
な
り
、ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
中
で
、
様
々
な

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
、
工
夫
を
し
な
が
ら
学

校
生
活
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
校
の
様
子

を
い
く
つ
か
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　

本
校
は
、
今
年
度
で
開
校
四
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
校
内
の
木
々
も
見
事
に
成
長
し
、
卒
業

生
の
お
子
様
が
入
学
し
活
躍
す
る
な
ど
、
四
十

年
と
い
う
時
間
の
長
さ
を
感
じ
ま
す
。
十
一
月

十
一
日
金
曜
日
に
、
本
校
体
育
館
に
て
四
十
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
記
念
講
演
と
し

て
画
家
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
二
回
生
の
小
島

可
奈
子
様
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
万
人
を
超
す
卒
業
生
の
方
が
繋
い
で
き
た
襷

の
意
味
を
考
え
る
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
で
す
。
総
体
予
選
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
の
参
観
・
応
援
に
は

ま
だ
規
制
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
種
目
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
知
多
地
区
予
選
で
は
、
サ
ッ

カ
ー
部
が
優
勝
、
陸
上
競
技
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
が
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
県
大
会
に

出
場
で
き
て
い
な
い
部
活
動
の
生
徒
た
ち
も
、

大
府
東
高
校
の
代
表
と
し
て
堂
々
と
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
惜
し
く
も
予
選
で
敗
退
し
、
悔

し
涙
を
流
す
生
徒
も
た
く
さ
ん
目
に
し
ま
し

た
。
部
活
動
に
ひ
た
む
き
に
取
り
組
み
、
涙
が

出
る
ほ
ど
悔
し
い
経
験
を
す
る
こ
と
に
は
大
き

な
意
味
と
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
部
活
動

を
通
し
て
生
徒
た
ち
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

大
き
く
成
長
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
活

動
を
支
え
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
保
護

者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
行
事
は
、
で
き
る
限
り
通
常
の
形
で
行

え
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
六
月
の
球
技
大

会
で
は
、
各
種
目
で
全
校
生
徒
が
は
つ
ら
つ
と

活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
実
施
で
き

な
か
っ
た
文
化
祭
も
九
月
上
旬
に
行
う
予
定

で
、
体
育
館
発
表
や
教
室
で
の
企
画
な
ど
実
施

の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
九
月
下
旬
に

は
体
育
祭
、
十
月
に
は
二
年
生
の
修
学
旅
行
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

沖
縄
に
行
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

全
く
先
の
読
め
な
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
通
り
や
例
年
通
り
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
な

が
ら
自
ら
考
え
、
周
り
と
上
手
く
協
力
し
て
道

を
切
り
拓
い
て
い
く
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
そ
の
よ
う
な
力
を
つ
け
て

も
ら
う
た
め
に
、
ま
ず
、
我
々
大
人
が
弱
気
に

な
ら
ず
、
し
ぶ
と
く
、
前
向
き
に
範
を
示
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
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令和４年度　ＰＴＡ支部役員および委員会

令和４年度　ＰＴＡ常任役員および委員会

知多支部 氏　名 委員会

支 部 長 澤　田 人　美 総務委員長

副支部長 近　藤 　　桂 進路指導副委員長

支部委員 籾　山 瑞　穂 文化委員

支部委員 大　橋 千香子 国際交流委員

支部委員 駒　田 恵　子 環境整備委員

支部委員 長谷川 典　子 進路指導委員

名南東支部 氏　名 委員会

支 部 長 福　永 幸　恵 国際交流委員長

副支部長 永　井 理　誉 環境整備副委員長

支部委員 相　羽 恵　子 生徒指導委員

支部委員 近　藤 麻　子 総務委員

支部委員 坂　井 里　紗 文化委員

支部委員 大　友 知　子 進路指導委員

三河支部 氏　名 委員会

支 部 長 黒　田 　　薫 生徒指導委員長

副支部長 髙　木 美　穂 文化副委員長

支部委員 石　田 久　美 総務委員

支部委員 加　藤 友　洋 進路指導委員

支部委員 菅　野 淑　子 環境整備委員

支部委員 水　波 絵　美 生徒指導委員

支部委員 原　　 一　恵 総務委員

支部委員 豊　島 恵美子 環境整備委員

支部委員 小　野 瑞　穂 国際交流委員

支部委員 木　挽 奈保美 総務委員

支部委員 波多野 由美子 文化委員

支部委員 小　林 美也子 生徒指導委員

大府支部 氏　名 委員会

支 部 長 濵　島 郁　恵 進路指導委員長

副支部長 成　田 町　子 生徒指導副委員長

支部委員 新　實 千賀子 文化委員

支部委員 岩　田 美咲子 国際交流委員

支部委員 土　屋 真由子 環境整備委員

支部委員 岡　　 留　美 環境整備委員

支部委員 牛　田 　　優 総務委員

大府北支部 氏　　名 委員会

支 部 長 矢　野 貴　子 環境整備委員長

副支部長 中　村 陽　子 国際交流副委員長

支部委員 平　山 詩　織 国際交流委員

支部委員 奈木野 亜　聖 総務委員

支部委員 小　澤 由　美 進路指導委員

支部委員 伊　藤 弥　生 生徒指導委員

支部委員 古　宮 洋　子 環境整備委員

大府西南支部 氏　　名 委員会

支 部 長 中　尾 恵梨子 文化委員長

副支部長 三　浦 明　子 総務副委員長

支部委員 秋　岡 　　都 文化委員

支部委員 渡　邉 のり子 進路指導委員

支部委員 大　塚 友紀乃 文化委員

支部委員 川　上 幸　弘 進路指導委員

支部委員 岩　切 志津恵 国際交流委員

支部委員 平　尾 正　利 生徒指導委員

役 職 名 氏　　名 支部・委員会

会　　長 久　永 和　枝 大府・全委員会総括

副 会 長 伊　藤 友佳子 名南東・委員会総括

副 会 長 新　田 直　美 名南東・委員会総括

書　　記 石　田 久　美 三河南・総務委員

書　　記 平　山 詩　織 大府北・国際交流委員

役 職 名 氏　　名 支部・委員会

会　　計 新　實 千賀子 大府・文化委員

会　　計 黒　田 薫 三河・生徒指導委員長

監　　査 駒　田 恵　子 知多・環境整備委員

監　　査 平　尾 正　利 大府西南・生徒指導委員

顧　　問 森　　 正　寛 大府西・全委員会総括

　７月から来年の２月末までの予定で、インドネシアとスリランカから男子
生徒２名が本校に留学生としてやってきます。それぞれ優秀な生徒で、日本の
言葉、文化にとても興味をもっています。様々な
場面で交流し、生徒の皆さんが彼らからも学ぶこ
とができることを期待しています。

国 際 交 流 アジア架け橋プロジェクトの
留学生がやってきます
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遠
足
の
感
想　

一
年
三
組　

添
谷　

優
翔

　

大
府
東
高
校
に
入
学
し
、
一
カ
月
半
が
経
ち

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
遠

足
も
行
け
る
か
行
け
な
い
か
分
か
ら
な
い
状
況

で
し
た
が
、
行
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
ク
ラ
ス

や
学
年
の
皆
と
一
緒
に
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

当
日
は
雨
の
予
報
で
し
た
が
、
リ
ト
ル
ワ
ー

ル
ド
に
到
着
す
る
頃
に
は
晴
れ
て
お
り
、
僕
は

学
校
生
活
で
皆
が
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
っ
て

い
る
の
で
、
晴
れ
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ま
だ
日
が
浅
い

の
で
、
遠
足
を
通
じ
て
も
友
達
と
の
仲
が
深
め

ら
れ
る
か
は
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
友
達
と

一
緒
に
園
内
を
行
動
し
て
み
る
と
、「
ま
ず
園

内
を
一
周
し
よ
う
か
」
や
「
ど
こ
で
ご
飯
食
べ

よ
う
か
」
な
ど
、
自
然
に
会
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
い
つ
も
と
違
う
環
境
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
普
段
話
さ
な
い
よ
う
な
会
話
も
多

く
で
き
、
仲
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
で
は
、
一
緒
に
回
ら
な
か
っ
た

友
達
と
も
「
ど
ん
な
お
土
産
買
っ
た
の
」
と
か

「
ど
ん
な
ご
飯
食
べ
た
の
」
な
ど
会
話
が
弾
み
、

ク
ラ
ス
の
仲
が
深
ま
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
遠
足
は
、
大
府
東
高
校
の
制
服
を
着

た
初
め
て
の
校
外
学

習
で
し
た
。
感
染
症

対
策
を
し
た
上
で
遠

足
の
ル
ー
ル
を
し
っ

か
り
守
っ
て
、
大
府

東
高
生
と
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
と
て

も
良
い
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
。

　

非
日
常
感
を
味
わ
う

　

三
年
三
組　

村
井　

綾
奈

　

今
回
、
私
た
ち
は
西
日
本
有
数
の
絶
叫
マ
シ

ン
の
台
数
を
誇
る
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
を

訪
れ
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
数
は
五
〇
以
上

あ
り
、
ロ
ー
ラ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
も
総
数
で
日
本

一
に
輝
い
て
い
る
。
そ
ん
な
数
あ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の

が
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
は
ナ
ガ
シ
マ
の
二
大
名
物
の
一
つ
「
白

鯨
」
で
あ
る
。
乗
り
終
わ
っ
た
後
の
率
直
な
感

想
を
一
言
で
表
す
と
し
た
ら
「
体
が
吹
っ
飛
ば

さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
」
だ
。
ス
チ
ー
ル
ド
ラ
ゴ

ン
２
０
０
０
な
ど
と
違
い
、
高
低
差
は
な
い
も

の
の
、
も
の
す
ご
い
勢
い
で
コ
ー
ス
タ
ー
が
駆

け
て
い
く
の
で
、
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
た
び
に
体

ご
と
飛
ん
で
い
き
そ
う
に
な
る
。
迫
力
満
点
で

面
白
か
っ
た
が
、
少
し
恐
怖
を
感
じ
た
こ
と
は

否
め
な
い
。

　

も
う
一
つ
は
「
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
」
で
あ
る
。

体
が
う
つ
伏
せ
の
状
態
で
コ
ー
ス
タ
ー
が
駆
け

て
い
く
の
だ
が
、
地
面
す
れ
す
れ
を
通
過
す
る

と
き
の
迫
力
や
、
水
辺
の
近
く
を
通
過
す
る
と

き
に
水
し
ぶ
き
が
あ
が
る
爽
快
感
が
あ
り
、
そ

れ
が
と
て
つ
も
な
く
、
気
持
ち
い
い
。
乗
り
終

わ
っ
た
後
に
「
も
う
一
度
乗
り
た
い
」
と
思
え

る
ほ
ど
こ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
気
に
入
っ
た
。

　

ま
た
、
ナ
ガ
シ
マ
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

が
販
売
さ
れ
て
い
る
お
土
産
屋
や
大
き
な
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
が
あ
る
の
も
大
き
な
特
徴

だ
。
友
達
と
話
し
な
が
ら
お
土
産
を
選
ぶ
ほ
ど

楽
し
い
も
の
は
な
い
。
と
て
も
充
実
し
た
一
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

私
た
ち
は
今
年
受
験
生
で
学
校
を
は
じ
め
、

い
ろ
い
ろ
な
場
で
多
く
の
知
識
を
得
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
だ
が
、
授
業
を
受
け
て
い
る
だ
け

で
は
得
ら
れ
な
い
こ
う
い
っ
た
非
日
常
感
を
味

わ
っ
て
息
抜
き
す
る
の
も
大
切
だ
と
い
う
の
も

ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
だ
。

　

意
外
の
連
続　

三
年
五
組　

江
上　

楓
青

　

「
雨
が
降
る
」
そ
う
言
わ
れ
て
い
た
遠
足
は

汗
を
か
き
な
が
ら
歩
く
ほ
ど
暑
い
日
に
な
り
ま

し
た
。

　

三
年
生
に
な
り
本
格
的
に
受
験
勉
強
へ
力
を

注
ご
う
と
し
て
い
る
時
、
上
手
く
リ
ズ
ム
に
乗

れ
ず
ス
ト
レ
ス
や
焦
り
を
感
じ
る
そ
ん
な
中
で

の
遠
足
は
い
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
実
際
み
ん
な
す
ご

く
楽
し
ん
で
い
た
し
修
学
旅
行
以
来
の
学
年
で

の
外
出
は
特
別
な
も
の
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
僕
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
先
生
達
の
新
た
な
一
面
を
見
れ
た
こ
と

で
す
。
普
段
大
人
し
そ
う
に
し
て
い
る
先
生

が
絶
叫
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
好
き
で
生
徒
た
ち

と
乗
っ
て
い
た
り
、
そ
ん
な
ふ
う
に
見
え
な
い

先
生
が
高
所
恐
怖
症
だ
っ
た
り
と
生
徒
だ
け
で

な
く
先
生
た
ち
の
意
外
な
一
面
を
見
れ
る
貴
重

な
時
間
で
し
た
。

学
校
の
中
で
し
か

関
わ
る
こ
と
な
い

先
生
た
ち
と
遊
園

地
と
い
う
楽
し
い

場
で
関
わ
れ
た
こ

と
は
と
て
も
新
鮮

で
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　

一
日
の
間
に

様
々
な
思
い
出
が

出
来
て
と
て
も
濃

い
日
に
な
り
、
素

晴
ら
し
い
思
い
出

に
な
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　

四
年
ぶ
り
の
遠
足一

年
六
組　

阿
部　

遊
生

　

僕
は
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
に
行
き
、
日
本
と
は

違
っ
た
外
国
の
文
化
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
入
学
し
て
か
ら
一
ヶ
月
が
経

ち
、
初
め
て
の
行
事
で
た
く
さ
ん
の
人
と
仲
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

遠
足
で
培
っ
た
仲
を
他
の
球
技
大
会
や
体
育
祭

な
ど
の
行
事
な
ど
な
活
か
し
て
一
致
団
結
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
頃
に
も

リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
に
遠
足
で
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
時
は
事
前
に
調
べ
学
習
を
し

て
か
ら
計
画
を
立
て
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
高
校
一
年
生
に
な
っ
て
受
験
を
乗
り
切

り
身
に
つ
い
た
知
識
で
あ
る
程
度
行
動
が
出
来

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。「
あ
そ
こ
の
国
と
言

え
ば
チ
ー
ズ
だ
よ
ね
」
な
ど
み
ん
な
で
そ
う

い
っ
た
話
を
共
有
し
合
い
な
が
ら
行
き
た
い
所

を
そ
の
場
で
決
め
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
所
に

小
学
校
か
ら
高
校
へ
の
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

女
子
は
民
族
衣
装
を
着
て
男
子
は
食
べ
物
に
し

か
目
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ト
ル
コ
ア
イ
ス

が
や
は
り
人
気
で
大
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
み
ん
な
で
マ
カ
ロ
ン
を
買
っ
た
り

ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
食
べ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
人
と

写
真
を
撮
っ
た
り
と
、
と
て
も
充
実
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
時
間
を
気

に
し
な
が
ら
行
動
を
し
て
い
て
す
ご
く
感
心
し

ま
し
た
。
五
分
前
集
合
は
当
た
り
前
、
そ
こ
か

ら
ど
う
動
く
か
を
意
識
し
て
行
動
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
集
団

行
動
に
も
活
か
せ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

遠
足
で
友
情
、
協
力
、
信
頼
、
行
動
、
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

を
考
査
や
行
事
な
ど
に
活
か
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
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令和４年度の人事異動
【転出者・退職者の名簿】
職　名　　　氏　名　　　教　科　　　　転　任　先　　　　　
事務長　　藤戸　佳子　　　　　　　定年退職
教　諭　　岡戸　文一　　保　体　　愛知県立内海高校　　　　　　
教　諭　　加藤　和彦　　保　体　　愛知県立刈谷高校　　　　　　
教　諭　　榊原　啓文　　英　語　　愛知県立半田高校　　　　　　
教　諭　　後藤　晃宏　　理　科　　神奈川県立多摩高校　　　　　
養護教諭　　白井友紀子　　　　　　　定年退職　　　　　　　
再任用教諭　　石川　憲夫　　国　語　　退職　　　　　　　　　　
再任用教諭　　安藤　義弘　　地　歴　　愛知県立知多翔洋高校　　　　
再任用教諭　　鳥居　宏之　　地　歴　　愛知県立東海南高校　　　　　
再任用教諭　　中山　史信　　数　学　　愛知県立半田東高校　　　　　
任期付任用教諭　　仁科　由梨　　英　語　　愛知県立衣台高校　　　　　　
任期付任用講師　　柴田　亜蘭　　家　庭　　あま市立七宝中学校
臨時的任用教諭　　井上賢志朗　　情　報　　誉高校

昨
年
度
の
進
路
結
果
と
進
路
行
事
に
つ
い
て　

 

進
路
指
導
部

　

三
七
回
生
は
、
大
学
・
短
大
へ
の
進
学
が

一
五
四
名
、
専
門
学
校
へ
の
進
学
が
三
四

名
、
就
職
者
が
六
名
、
進
学
準
備
者
な
ど
が

三
名
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
国
公
立

大
学
に
は
十
名
合
格
し
ま
し
た
。
内
訳
は
三

重
大
学
に
二
名
、
山
梨
大
学
、
島
根
大
学
、

北
見
工
業
大
学
、
群
馬
県
立
女
子
大
学
、
神

戸
市
外
国
語
大
学
、
高
知
県
立
大
学
、
高
知

工
科
大
学
、
三
重
短
期
大
学
に
一
名
ず
つ
で

す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
高
い
進
路
目
標
を

立
て
、
努
力
を
続
け
た
結
果
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
知
県
内
の
私
立
大
学
は
、
南
山

大
学
に
一
名
、
愛
知
大
学
に
十
五
名
、
中
京

大
学
に
二
十
六
名
、
名
城
大
学
に
八
名
、
愛

知
淑
徳
大
学
に
四
十
六
名
、
愛
知
学
院
大
学

に
三
十
八
名
な
ど
、
主
要
大
学
に
一
定
数
の

合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

度
は
昨
年
度
ま
で
と
傾
向
が
変
わ
り
、
前
期

試
験
で
概
ね
結
果
が
出
ま
し
た
。
生
徒
は
二

月
中
旬
か
ら
三
月
の
中
期
試
験
や
後
期
試
験

を
受
け
る
覚
悟
で
準
備
を
し
て
い
た
の
で
、

そ
れ
が
功
を
奏
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

進
路
指
導
部
で
は
、
生
徒
の
進
路
実
現
の

一
助
と
し
て
、
様
々
な
行
事
を
企
画
、
運
営

し
て
い
ま
す
。
五
月
十
六
日
（
月
）
に
、
国

公
立
大
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
鳥
取

大
学
入
学
セ
ン
タ
ー
准
教
授
、
森
川
修
様
か

ら
「
地
方
国
公
立
大
学
の
魅
力
」
を
テ
ー
マ

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
、
参
加

も
生
徒
の
み
で
し
た
が
、
今
年
度
は
対
面
で

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

生
徒
が
約
百
五
十
名
、
保
護
者
が
約
百
四
十

名
と
、
大
変
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
五
日
（
水
）
に
は
、
一
年
生
の

総
合
的
な
探
究
の
時
間
に
、
学
部
学
科
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
学
の
先
生
方
を
お

招
き
し
、「
大
学
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

学
べ
る
か
」
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
六
月
十
五
日
（
水
）
に
は
、
二
年
生

向
け
に
出
前
授
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
徒

は
十
四
の
講
座
に
分
か
れ
、
そ
の
中
か
ら
興

味
の
あ
る
二
つ
の
講
義
を
聞
き
ま
し
た
。
生

徒
が
自
身
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
二
年
生
は
七
月
に
オ
ン
ラ
イ

ン
の
進
路
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
ま
す
。

　

六
月
七
日
（
火
）
に
は
、
二
、
三
年
生
の

看
護
医
療
系
希
望
者
を
対
象
に
説
明
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
看
護
系
の
大
学
と
し
て
藤
田

医
科
大
学
の
先
生
、
医
療
系
の
大
学
と
し
て

星
城
大
学
の
先
生
か
ら
、
現
場
で
の
体
験
談

や
、
高
校
生
の
う
ち
に
や
っ
て
お
く
と
よ
い

こ
と
な
ど
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
様
々
な
行
事
を
企
画
、

運
営
し
、
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
よ
い
進
路
実

現
を
果
た
せ
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
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【新転任者の名簿】　
職　名　　　氏　名　　　教　科　　　　前　任　地　　　　　　
事務長　　鈴木　美季　　　　　　　愛知県立東郷高校
教　諭　　木下　　哲　　英　語　　愛知県立刈谷高校　　　　　　
教　諭　　吉田　昌平　　保　体　　愛知県立豊田南高校　　　　　
教　諭　　寺下　直樹　　保　体　　愛知県立古知野高校　　　　　
教　諭　　川瀨　晴乃　　国　語　　愛知県立明和高校　　　　　　
教　諭　　磯貝　直孝　　地　歴　　愛知県立半田東高校　　　　　
養護教諭　　梶野恵理子　　　　　　　愛知県立鳴海高校　　　　　　
再任用教諭　　藤井　稔久　　英　語　　愛知県立阿久比高校　　　　　
再任用教諭　　馬渡　理一　　理　科　　愛知県立東海南高校　　　　　
臨時的任用教諭　　宮田美津子　　家　庭　　愛知県立桃陵高校　　　　　　
臨時的任用講師　　舟橋　春香　　地　歴　　愛知県立美和高校　　　　　　
任期付任用講師　　相本　真綾　　英　語　　新任　　　　　　　　　　　　　　
臨時的任用実習助手　杉浦　未妃　　　　　　　継続
非常勤事務職員　　西田　隆夫　　　　　　　継続
用務業務員　　戸田　真治　　　　　　　継続
用務業務員　　山本　大蔵　　　　　　　継続

【非常勤講師】
転　出　　吉沢　ロコ（国語）　　河合　　郁（数学）　
　　　　　金井美穂子（理科）　　圡田あゆみ（英語）　　福岡　紀杏（英語）　　ティモシー・レネイン（NESA）
継　続　　布野　幹夫（地歴）　　細山　光也（理科）　　間瀬　美月（体育）　　河野　清一（英語）　
　　　　　ギブソン優子（音楽）　平松　伸之（美術）　
新　規　　原田　翔一（地歴）　　中川　敦夫（数学）　　馬渡　理一（理科）　　相本　真綾（英語）
　　　　　鈴木　晴恵（情報）　　グレン・パーソンズ（NESA）
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令和４年度 部活動試合結果
（４月 愛知県高校総体知多支部予選～５月） 

陸上競技                                                                                              
　　男子　学校対抗　総合４位、トラックの部７位、フィールドの部２位
　　　　　１位　走高跳　深谷
　　　　　２位　5000ｍ　上田、走高跳・３段跳　酒井、円盤投　杉田    　15種目
　　　　　３位　800ｍ　 近藤、４×100ｍR　越・中園・林・丹羽、やり投　山田（幸）    　県大会出場   
　　　　　４位　1500ｍ　上田、走幅跳　深谷、やり投　髙畑
　　　　　５位　三段跳　越
　　　　　６位　3000ｍSC　村田、走高跳　成田、三段跳　深谷、ハンマー投　山田（拓）、100ｍ　佐野
バスケットボール 
　　男子　１回戦　●53－63 大府
　　女子　１回戦　●32－92 知多翔洋 
バレーボール
　　男子　１回戦　○２－０ 阿久比、２回戦　２－１ 半田工科
　　　　　決勝リーグ　●０－２ 半田東、●１－２ 東浦、●０－２ 東海南　（第３位）
　　女子　１回戦　●０－２ 常滑
ソフトテニス
　　男子　団体　１回戦　０－３ 半田東、２回戦　１－２ 常滑　　予選ブロック３位   
　　　　　個人　坂・渡邊ペア、野村・山口ペア、日美・石田ペア　ベスト32
卓　　球
　　男子　団体　１回戦　●０－３ 横須賀
　　　　　シングルス　ベスト16　作田、４回戦　岩瀬、斎藤、３回戦　森、藤井
　　　　　　　　　　　２回戦　村田、山田、大武、加藤、古田、大友
　　　　　ダブルス　　ベスト16　作田・齋藤、岩瀬・森
　　女子　団体　１回戦　〇３－０ 半田東、２回戦　●１－３ 横須賀
　　　　　シングルス　３回戦　神本、２回戦　加藤、１回戦　稲森、深谷、蜷川、新實
　　　　　ダブルス　　ベスト16　近藤・岡村、２回戦　神本・深谷
弓　　道
　　男子　団体　予選敗退    　
　　女子　団体　予選敗退
剣　　道
　　男子　団体　予選リーグ　×－〇 半田商、〇－× 半田東、×－〇 阿久比　　予選リーグ敗退
　　　　　個人　赤嶺（２回戦）、坂野（１回戦）、伊藤（２回戦）、平石（２回戦）    　　　　
　　女子　団体　予選リーグ　×－〇 知多翔洋、×－〇 半田商業　　予選リーグ敗退
　　　　　個人　伊藤（２回戦）、金田（２回戦）、北川（１回戦）、小田（２回戦）
バドミントン
　　男子　団体　●２－３ 中村
　　　　　個人　シングルス　ベスト16　野島    　　　　　県大会出場
　　　　　個人　シングルス　ベスト64　加藤
　　女子　団体　１回戦　〇３－２ 天白、２回戦　●０－３ 阿久比
　　　　　個人　ダブルス　　相羽・加藤　ベスト32  　　　　　県大会出場
　　　　　個人　シングルス　相羽　ベスト16    　　　　　県大会出場
　　　　　　　　シングルス　加藤　ベスト64
ハンドボール
　　男子　１回戦　●12－21 東海南
　　女子　１回戦　●７－15 横須賀
サッカー　準決勝リーグ　〇１－０ 常滑、〇１－０ 半田工科、〇８－０ 知多翔洋
　　　　　決勝　　〇３－０ 半田東　　支部予選優勝  　　　　　県大会出場 
　　　　　≪県大会≫
　　　　　１回戦　〇１－０ 一宮、２回戦　●０－４ 名古屋  　　　　　県大会ベスト32
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